
 

 

地域資源活用分科会 

自由討論・意見交換記録 

はじめに 

座長  横山氏 

先ほどの基調講演もなかなか皆さんの活動に

ピンとくるようなヒントがあったかと思います

が、ここで発表しながら自分のやってきたことを

振り返って、いろんな人がいろんなことを発表し

て下さると思います。みなさんの中には、自分た

ちの元気につながることだとか、いろんな要素が

たくさんあると思います。そこで、積極的に質問

してください。後ろの方にも、積極的に質問して

くれたらいいかなと思います。そして、自分達で

いっぱい持ち帰って、今後の活動に磨きをかけて

頂けるような会にしたいと思っていますので、単

に発表の場ととらえるのではなくて、自分たちの

活動の場を広げるヒントを持ち帰る場と思って

もらえたらいいなと思ってますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

 

「麻・藍・布」歴史の結びつきを今日に再生する

まちづくり 

滋賀県愛荘町役場 まちづくり推進室 林氏 

Q：現在麻はかなり特殊な所にしか使われなくな

っていますが、近江の麻はどのような特徴が

あるのですか？ 

A：確かに麻という繊維は、全体の繊維の産業の

中では非常に小さいものであるので、だから

残れたというところがあります。特徴はあま

りないですが、近江は生産から仕上げ加工ま

で、全ての工程が近江でできるというところ

があります。他の地域では、仕上げ加工の技

術が伝わっていない状況があるので、すべて

の工程が滋賀でできるというところが強みで

す。 

Q：コスト面は安い？ 

A：全ての工程が見えるので、嘘がないのがメリ

ットとして売っていけたらなと考えています。 

Q：麻が 2 種類出てきたが、その違いは？ 

A：近江上布というのは、国の指定の伝統的工芸

品で、こういった過程で作られたものが近江

上布と名乗れたりしますが、それだけでは商

売にならないので、少し緩くした形で洋服地

とかに取り組んでいるのが近江麻です。 

Q：今回の発表で面白いと思うのは、スタートの

時に、近江上布を資源と考えた時、実は、そ

れは麻そのものを作っているところ、染めて

いるところ、加工しているところがタイアッ

プして、本当なら自分たちの町でしか発信で

きなかったものを、３つの町で発信できるこ

とで、少なくとも３倍以上の効果が見込める

のではないかということ。そこで、今ためて

いる色んな歴史、観光資源を磨いて、それに

のせていけば、３県の足並みはそろえないか

もしれないが、他の地域で情報発信できるこ

とになる。発信拠点は沢山もっていた方がい

い。それによって化学反応が生まれ、次の段

階に進めるチャンスが自分の所でやっている

より生まれるのではないか。 

A：あります。一つの地域での情報発信は、発信

力がしれていますし、それが全国展開するこ

とで、お客さんも広い地域から来てもらえる。

また、直接ビジネスチャンスとして、各産業

が結びついて、実際、新しい商売になってい

ると聞いている。 

横山氏：中小企業が Rin というアンテナショップ 

を作って、かわいらしい手ぬぐいを作ってく

るようになった。そういった日本の独特の柄

を今の人たちが使えるようにして、どんどん

需要が増えていって、別の魅力を誰かが見つ

けて、産業に変わっていくというしつらえも

あるので、古くていいものを古いままにする

のではなく、その辺の視点を入れて、ネット

ワークで発信していくと良いのではないかと

思います。 
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東竪町の歴史的文化財・人材を生かしたまちづ 

くり 「文化祭と文化講座」 

東堅町自治会文化委員会 委員 達富氏 

Q：色んな取り組みを自治会でやっているのが凄

い。参加者はどうやって参加するのですか。 

A：好き勝手に参加してもらっている。どんどん

口コミをやっている。そんなに広報していな

い。このはがきは私が原画を提供し、地域の

お年寄り(平均年齢６８歳)が、はがきを作成

している。 

Q：IT 関係は、どういう方にお願いしているのか。

ホームページの維持はそれなり大変だと思わ

れるが。 

A：ホームページビルダーの本を読んで、マスタ

ーして、私が出来るようになった。やらなけ

ればならないという義務感から、それだけで

一生懸命やりました。 

Q：段階の世代がどんどん高齢化していく中で、

介護保険料も底をつき始めているという話

があり、外に出て行く、外で楽しむといった

ことをやって、要介護者にならない仕組みを

まちの中でつくっていくということがとっ

ても大事で、おしゃべりの会のみたいなそう

いう場所が、元気なうちから大事。 

A：元気じゃなくても大事。私は、今、元気に喋

っていますが、実は、脳梗塞にかかって、医

者には３年しかもたないと言われた。それか

ら７年たっていますが、このように喋れてい

る。自分の健康、安全は、いろんなものは自

分で守らなければならない。 

横山氏：地域にとってすごく大事なこと。そんな

課題がどこかにあって、それを難しく考える

のではなく、出歩けるようなこと、一緒に考

えることがあれば、要介護にならいですむ可

能性がすごくあるような取組でした。 

 

捨てるのもったいないものを有効利用する市民

の輪を拡大！ 

ＮＰＯ法人 住まいみまもりたい 理事長 吉村氏 

Q：すごいですね。今現在起きている、地域の課

題を全てやっているそんな感じですよね。エ

ネルギーとかパワーとか。アイデアを事業に

するその手腕はすごいですね。こういうソー

シャル型というかコミュニティビジネス、ソ

ーシャルビジネスとか言われますが、ビジネ

スにするには、ワンステップ、ツーステップ

も上がっていかないといけない流れの中で、

次々と行われているのですごい。 

A：はじめからコミュミティビジネスとして取り

組みました。こんなことをやって欲しい、あ

んなことをやって欲しいとお客さんから言

われるんです。それで行って、５００円頂戴

と言うんですね。ただで行くのではなくて、

全て対価として。この子たちの給料になると

いう形で。初めからボランティアという無償

というのではなく、ビジネスという手法でい

きました。 

Q：私は、NPO 団体ですが、実は６年前に見学

に行きました。今日も久しぶりに会って、雑

談していたのですが、今のお話を聞いて、当

時もありのままに説明されていたのですが、

当時も感動したというかびっくりしました。

我々も同じことをやろうと思って計画しま

したが、結果的にはダメになりました。本当

に素晴らしい活動をされていました。さらに、

当時は野崎商店街がシャッターで閉まって

いたのが約２０％。現在は０になって、前進

されておりますし、行政と連携しながら廃棄

物を処理する活動など、言い出したらきりが

ないですが、驚くべき実行力だと思います。

ありがとうございました。質問じゃなくて感

想です。 

Q：フィールドは野崎商店街、ここだけでやって

いる？ 

A：いいえ、大東市全域で行っています。寝屋川

市、四條畷市、大阪市からも搬出の依頼があ

れば行きます。 

横山氏：この関西元気な地域づくり発表会は、今

年で８年目です。最初は、皆さんの悩みは、

資金がないという話と、行政からの補助金の

話、後継者が育たないという話で、その頃は、

ビジネス化といった話がなかったんですよ。

でも、皆どこかで思っていて、それを言うと

どうなるんだろうというのがあった。NPO

が法改正されて、格が変わってきているとい

うことも背景にあるのでは。ソーシャルビジ

ネスをどうバックアップするか、それを本当

に実践するのはなかなか難しい話だなと思

う。 

Q：ワンコインで行った時の対価が５００円で、

ボランティアしないというのは、私たちもそ

れでやっています。ボランティアの考え方は

あまり考えずにやっているのですが、経費が

伴いますよね。ガソリン代など。そういうと

ころは、最初の頃はどうしていたのですか？ 

Q：最初の切り口は、タイトルにある「捨てるも

のもったいないもの有効利用」ということで

すよね。スタートはそこにあるんですよね。
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そういう資源が、実は、放棄されてしまって

いる物をちゃんと拾上げると、そこも収入源

になりますよという話があると思う。 

A：いきなりするんではなくて、本当に、粗大ご

みを捨てに行ったら、捨てるにはもったいな

いものがたくさんあるから、野崎の商店街で

サロンをしようか。サロンをかまえると、こ

んなことやってほしい、あんなことやってほ

しいと言われ、だから、いきなり事業外が膨

れ上がったのではなくて、はじめは一つの事

業でしたが、ニーズによって膨れ上がってき

たと。そしてお金をいただいて事業を拡大し

てきたと。 

Q：さっき、成功した方と、失敗した方の話を非

常に興味深く聞いていたのですが、今、NPO

は、男性の年配の方はおられるんですか。 

A：利用していただく方は、皆さん年配の方々で、 

作業しているのは若手です。 

Q：経営は？女性ばっかりで？ 

A：男の子達が主体でやっております。お店は年

配の女性が主体です。 

Q：私は観光事業者です。今後、観光をやってい

かれるということですが、どういう観光の持

ってかれ方をするのか? 

A：野崎観音、専應寺、堂山古墳と環境が整備さ

れてきたので、観光バスも止めるところがで

きました。桜の時期とか桜の名所もあります

ので、観光バスを呼びこむのは今からになり

ますね。 

Q：野崎に非常に興味があります。参道商店街に

は、寅さんのように、名物まんじゅうなんて

ものはあるのですか？昔は野崎参りなどあ

ったと思うのですが。 

A：今からなんです。１件だけなんです。野崎参

りはお土産屋さんがないんです。野崎観音の

城下町ではないんですよ。ただ、市場があっ

たので商店街ができて、観音さんと商店街は

連携していなかったんですよ。今からなんで

す。 

 

地域の情報基盤の構築と地域情報の 

収集・活用 

NPO 法人 HINT 副理事長 井上氏 

Q：地域づくり活動の中間支援で、情報の部分を

支援する NPO ですよと言われていて、何か

困っていることがあればどうぞということな

のですが、どなたかありますか？動画を配信

して、とりあえず、ホームページも作って、

ブログも作って、それはとても忙しいことだ

と思いますが、そうやって発信していくと、

今、ほんとにインターネットで検索してもの

探すじゃないですか。ニュースもそこから拾

うじゃないですか。活動を発信するには、イ

ンターネットに載せないとだめだよねという

のが世の中の風潮じゃないですか。そんな中

で、載せたいなと思いつつ、我々にはできな

いなと思っている団体がおれば、今は、この

ような中間支援団体がもっと立ち上がってき

ていて、そういうサービスを行っているとい

う事ですよね。 

A：補足ありがとうございます。 

Q：一つ聞きたいのは、逆に情報選択能力という

のは、どのように養えるのか。最近情報が氾

濫しすぎていると思う。逆にそれが問題だと

思っている。 

A：誰が発信しているかが一番重要だと思ってい

ます。皆さんは活動されていて、モラルのあ

る方々なので、そういう方が作られる文章は、

当然、誹謗中傷はないですし、第三者からみ

られているということを意識して発信されて

いると思います。こういう世の中になってい

るので、使えるものは使ったらいかがですか

ということをご説明させて頂きました。 

 

百舌鳥・古市古墳群 

(株)アスウェル 黒川氏 

 

 

環境と生活が調和するまちづくり 

NPO 法人 羽曳が丘 E&L 西田氏 

大阪府立大学  根来氏  音村氏 
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